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記事内容
１
面

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
・
各
支
援
隊
で
の
活
動
状
況

２
面

各
支
援
隊
で
の
活
動
状
況
・
幹
部
任
官
行
事

３
面

親
父
の
一
言
・
勤
務
優
秀
隊
員

４
面

私
の
趣
味
・
期
待
の
新
戦
力

５
面

第
２
整
備
大
隊
特
科
直
接
支
援
隊
部
隊
廃
止
行
事

６
面

人
事
往
来
の
紹
介

令和６年能登半島地震
連
隊
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
（
月
）
に
発
生

し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
係
る
災
害

派
遣
活
動
を
開
始
し
た
。

第
３
師
団
生
活
支
援
隊
を
編
成
し
、
被
災
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
自
衛
官
に
よ
る
ニ
ー
ズ
派
遣
隊
を

編
成
す
る
な
ど
し
て
、
様
々
な
方
向
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
た
。

災

害

派

遣

女 性 自 衛 官 ニ ー ズ 派 遣 隊

編 成 完 結 式

衛 生 支 援 隊

整 備 ・ 給 食 支 援 隊

給 水 支 援



２

連
隊
長
要
望
事
項

〇

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

〇

厳
正
な
規
律
の
保
持

〇

安
全
管
理

・

健
康
管
理

幹
部
任
官
行
事

令
和
６
年
３
月
18
日
（
月
）
、
幹
部
候
補
生
５
名
に
対
し
幹
部
任

官
行
事
を
実
施
し
た
。
早
朝
に
妙
見
口
か
ら
始
ま
り
妙
見
山
山
頂
ま

で
登
り
、
ご
来
光
に
向
か
っ
て
各
人
、
抱
負
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
幹
部
任
官
式
を
実
施
し
、
先
輩
幹
部
か
ら
激
励
を
も
ら

い
、
３
等
陸
尉
任
官
者
５
名
は
決
意
を
新
た
に
し
た
。

登 山 す る 幹 部 候 補 生 達

足 元 を 確 認 し な が ら 山 頂 へ

妙 見 山 山 頂 で の 記 念 撮 影

先輩幹部からの激励

宣 誓

記 念 撮 影

抱負を述べる任官者

連
隊
長
要
望
事
項
を
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
支
援

を
実
施
し
て
い
た
。

時
に
は
、
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
、
温
か
い
お
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
り
、
隊
員
に
元
気
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

入 浴 支 援 隊

輸 送 支 援 隊

手 紙 ・ 多 く の 元 気 を も ら い ま し た

警 務 隊 の 交 通 統 制



３

親 父 の 一 言

皆
さ
ま
、
災
害
派
遣
及
び
日
々
の
各
種
訓
練
「
お
疲
れ
さ
ま
で

す
。
」
衛
生
隊
治
療
隊
先
任
陸
曹
に
上
番
し
て
い
る
池
口
曹
長
で

す
。
実
は
そ
ん
な
私
は
、
陸
士
の
時
に
２
年
間
勤
め
た
ら
、
自
衛

隊
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
等
陸
士
の
時
、
連
隊
銃
剣
道
集
合
訓
練
に
参
加
し

た
際
に
、
人
と
し
て
尊
敬
、
信
頼
で
き
る
陸
曹(

銃
剣
道
の
師
匠)

に
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
は
自
衛
隊
を
辞
め
ず
に
自
衛
隊
生
活

を
２
９
年
間
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
私
が
尊
敬
、
信
頼
し
た
陸
曹
は
、
自
衛
隊
の
階
級
で
接

す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
「
人
」
と
し
て
接
し
て
頂
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
有
言
実
行
で
、
小
さ
な
約
束
で
も
、
し
っ
か

り
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
②
責
任
感
が
強
く
、
面
倒
見
が
よ
い
こ

と
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
こ
と
も
考
え
て
く
れ

る
こ
と
、
③
思
い
や
り
が
あ
る
こ
と
、
相
手
に
配
慮
し
た
行
動
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
今
思
う
と
、
本
当
に
良
き
人
に
善
導
し
て
頂
い

た
こ
と
で
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
す
。
と
、
同
時

に
、
色
々
と
面
倒
を
か
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
尊

敬
、
信
頼
の
構
築
は
時
間
及
び
労
力
が
必
要
で
あ
り
、
一
瞬
で
失

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
関
係
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
さ
い
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー

で
、
信
頼
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
信
頼
関
係
は
永
久
に
失
う
訳
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
失
っ
た
信
頼
関
係
を
再
び
構
築
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
ゆ
っ
く
り
と
時
間
か
け
て
誠
意
を
も
っ
た
行
動
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を

再
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
の
職
務
は
先
任
陸
曹
で
は
あ
り
ま
す
が
、
後
輩
隊

員
た
ち
の
こ
と
を
階
級
だ
け
で
接
す
る
の
で
は
な
く
、
「
人
」
と

し
て
接
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
か
つ
て
私
が
尊
敬
し
た
先
輩

陸
曹
の
よ
う
に
、
自
分
の
教
え
た
こ
と
が
、
更
に
次
の
代
に
続
く

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
自
衛
隊
生
活
で
少
し
で
も
良
い

人
材
、
信
頼
さ
れ
る
自
衛
官
の
育
成
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

衛生隊 治療隊先任陸曹
陸 曹 長 池 口 貴 彦

第
２
整
備
大
隊
第
１
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
の
先
任
上
級
曹
長
に

上
番
し
て
お
り
ま
す
河
合
１
曹
で
す
。

令
和
５
年
８
月
に
上
番
し
、
早
８
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
部
隊
の

上
司
、
同
僚
・
後
輩
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
各
部
隊
の
先
任
上
級
曹
長

に
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
を
頂
き
、
日
々
先
任
業
務
に
奮
闘
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
２
０
２
０
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
昨
年

５
月
よ
り
５
類
に
移
行
し
一
応
の
収
束
の
流
れ
で
す
が
、
私
た
ち
の

生
活
に
お
い
て
も
様
々
な
と
こ
ろ
で
影
響
が
あ
り
、
個
々
に
お
い
て

も
、
以
前
の
生
活
と
比
べ
る
と
大
分
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
は
思
い

ま
す
。

私
自
身
は
外
出
を
控
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
休
日
に
は
家
に
籠

っ
て
映
画
を
観
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
今
で
も
そ
の
習
慣
が
続
い
て

週
末
に
時
間
が
あ
る
と
必
ず
１
作
～
２
作
程
鑑
賞
す
る
様
な
習
慣
が

つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
印
象
に
残
っ
た
１
作
で
ア
ラ
ビ

ア
の
ロ
レ
ン
ス
と
い
う
１
９
６
２
年
頃
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
作
品
は
第
１
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
陸

軍
将
校
を
題
材
に
し
た
映
画
で
す
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
実
際
観
て

頂
く
と
し
て
、
若
い
陸
軍
将
校
が
様
々
な
困
難
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

確
固
た
る
自
分
の
信
念
を
持
っ
て
行
動
し
活
躍
し
て
い
く
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
が
、
我
々
は
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
経
験
も
増
え
、

よ
り
深
く
物
事
を
洞
察
し
判
断
を
与
え
、
最
良
の
行
動
を
導
き
だ
す

事
に
傾
注
し
ま
す
。
そ
の
反
面
、
よ
り
多
く
の
危
険
予
測
も
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
慎
重
に
な
り
失
敗
を
恐
れ
て
新
し
い
行
動
に

踏
み
出
せ
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
も

非
常
に
臆
病
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
年
齢
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
て
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
何
も
し
な
い
で
物
事
が
う
ま
く
い
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
不
安
材
料
が
あ
る
中
で
も
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命

や
っ
て
い
れ
ば
不
思
議
と
周
り
の
協
力
も
あ
り
運
も
味
方
し
て
相
応

の
結
果
は
出
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
逆
に
何
も
し
な
い
で
失

敗
す
る
ほ
う
が
後
悔
の
念
は
何
倍
も
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
生
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
き
ま
す
。
で
き
る
限

り
あ
き
ら
め
た
り
先
延
ば
し
し
た
り
せ
ず
与
え
ら
れ
た
任
務
に
反
映

さ
せ
、
日
々
目
標
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第 ２ 整 備 大 隊
第１普通科直接支援中隊
先 任 上 級 曹 長
１ 等 陸 曹 河 合 毅

特別勤務優秀隊員
警衛勤務（らっぱ手）に
おいて優秀隊員として駐
屯地司令から表彰されま
した。衛 生 隊 治 療 隊

陸 士 長 角 谷 和 奏



４

私
の
趣
味
は
、
バ
イ
ク
で
す
。

入
隊
前
は
よ
く
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
入
隊
後
仕

事
を
優
先
し
て
自
粛
を
し
て
い
ま

し
た
。

で
す
が
、
今
回
、
駐
屯
地
へ
の

乗
入
れ
と
運
転
許
可
を
い
た
だ
け

た
の
で
、
再
び
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行

く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ツ
ー
リ
ン
グ
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
安
全
運
転
に
心
掛

け
、
バ
イ
ク
と
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ツ
ー
リ
ン
グ
の
良
い
と
こ

ソ
ロ
ツ
ー
リ
ン
グ
は
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
な

イ
ク
は
性
能
や
見
た
目
な
ど
も
自
分
好
み
に
カ
ス
タ
ム
で
き
、
周
り
と
は

違
う
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
現
で
き
る
面
白
い
乗
り
物
で
す
。

の
ん
び
り
走
り
な
が
ら
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
新
し
い
場
所
を
探
し
た
り

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

い
一
人
の
時
間
が
で
き
る
の
で
私
に
と
っ
て
心
の
癒
し
で
す
。
ま
た
、
バ

皆
さ
ん
は
よ
く
お
酒
を
飲
ま
れ
ま
す

か
？
自
衛
官
は
酒
好
き
な
方
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
か
く
ゆ
う
私
も

先
輩
方
の
影
響
を
受
け
酒
吞
み
に
な
っ

た
ひ
と
り
で
す
。

最
近
は
少
し
飲
ん
で
食
べ
て
を
繰
り

返
し
て
沢
山
の
居
酒
屋
を
飲
み
歩
く
、

ハ
シ
ゴ
酒
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

新
し
い
お
店
も
ど
ん
ど
ん
オ
ー
プ
ン
す

る
の
で
、
行
き
た
い
所
は
絶
え
間
な
く
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
を
決
め
て
、

行
き
た
い
お
店
を
友
人
と
探
し
合
う
の
も

醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。
最
近
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

映
え
す
る
様
な
お
し
ゃ
れ
で
美
味
し
い
店

も
多
い
の
で
、
酒
好
き
な
方
は
素
敵
な
お

店
を
開
拓
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

に
は
沢
山
の
飲
み
屋
街
が
存
在
し
て
そ
こ
で
の
お
す
す
め
居
酒
屋
を
紹
介

し
て
く
れ
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
多
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
た

居
酒
屋
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
９
月
第
１
整
備
大
隊
本
部
付
隊
需
品
整
備
班
に
新
隊
員

と
し
て
配
属
さ
れ
た
沖
山
１
士
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
入
隊
の
動
機
は
？

・
部
隊
配
属
か
ら
約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
部
隊
の
印
象
は
？

高
校
生
の
時
、
学
校
に
来
た
広
報
官
の
話
を
聞
い
て
自
衛
隊
に

興
味
を
持
ち
、
入
隊
し
ま
し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
部
隊
で
、
初
め
て
の
部
隊
が
需
品
整
備
班
で

よ
か
っ
た
で
す
。

・
趣
味
は
？

旅
行
で
す
。
今
ま
で
旅
行
し
た
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
広
島
の
宮
島
で
す
。
動
物
の
中
で
も
鹿
が
好
き
な
の
で
鹿
が

い
っ
ぱ
い
い
て
大
満
足
で
し
た
。

・
尊
敬
す
る
人
は
？

部
隊
の
先
任
の
寺
井
曹
長
で
す
。
寺
井
曹
長
の
よ
う
な
懐
が
広

い
大
人
の
陸
曹
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
最
後
に
一
言
？

今
後
の
抱
負
で
、
早
く
陸
曹
に
な
り
、
部
隊
の
戦
力
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

第１整備大隊
本部付隊 需品整備
1等陸士 沖山 真帆

第３後方支援連隊
本部付隊

３等陸曹 湯浅 芽巳

第２整備大隊
特科直接支援中隊
陸士長 下山 宇琉

ろ
は
、
目
的
地
も
何
も
決
め
ず
に



第 ２ 整 備 大 隊 長 訓 示

５

令
和
６
年
３
月
19
日
（
火
）
、
第
３
特
科
隊
の
廃
止
に
伴
い
、
第
２
整
備
大
隊
特
科
直
接
支
援

隊
の
部
隊
廃
止
式
を
実
施
し
た
。

約
18
年
間
の
部
隊
の
栄
光
の
軌
跡
を
称
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な
部
隊
で
の
活
躍
を
祈
念
し
た
。

転

出

者

３
曹

木
宮

啓
貴

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

中
野

慶
俊

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

立
岩

知
大

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

本
郷

多
英

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

小
野

開
斗

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

和
田

綾
乃

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

田
中

貴
大

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

藤
谷

怜
養

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

内
木

雄
大

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

南

一
太
朗

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

越
智

洸
生

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

越
野

拓
真

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

栗
原

潤
次

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

野
里
常

龍
馬

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

安
田

幸
平

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

吉
田

圭
吾

中
方
後
支

（
姫
路
）

士
長

下
山

宇
琉

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
士

松
本

花
梨

中
方
後
支

（
姫
路
）

転

入

者

１
曹

福
住

勝

中
方
後
支

（
桂
）

１
曹

香
田

咲

中
方
後
支

（
桂
）

２
曹

香
田

晃
伸

中
方
後
支

（
桂
）

３
曹

永
井

諒

10
後
支
連

（
豊
川
）

３
曹

吉
田

貴
洋

10
後
支
連

（
豊
川
）

３
曹

長
岡

翔
大

10
後
支
連

（
豊
川
）

３
曹

古
圡

開
登

10
後
支
連
（
春
日
井
）

３
曹

田
坂

瞭

10
後
支
連

（
豊
川
）

３
曹

井
上

将
成

10
後
支
連

（
守
山
）

３
曹

大
津

佑
介

10
後
支
連

（
今
津
）

３
曹

八
木

竜
也

10
後
支
連

（
豊
川
）

３
曹

瀬
古

裕
也

10
後
支
連

（
守
山
）

３
曹

道
中

祐
貴

10
後
支
連

（
守
山
）

士
長

南

一
太
朗

10
後
支
連

（
守
山
）

１
尉

下
村

隼
人

中
方
総
装

（
伊
丹
）

２
尉

嶝
口

直
人

中
方
後
支

（
姫
路
）

准
尉

米
村

潤
治

中
方
後
支

（
姫
路
）

准
尉

鶴
木

剛

中
方
後
支

（
姫
路
）

曹
長

久
保

進
一

中
方
後
支

（
姫
路
）

曹
長

宮
野

徹
也

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
曹

豊
田

泰
範

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
曹

秋
武

達
也

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
曹

岩
田

匡
宏

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
曹

森
田

昇

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
曹

福
住

勝

中
方
後
支

（
姫
路
）

１
曹

香
田

咲

中
方
後
支

（
姫
路
）

２
曹

香
田

晃
伸

中
方
後
支

（
姫
路
）

２
曹

清
水

明
陽

中
方
後
支

（
姫
路
）

２
曹

櫻
田

賢

中
方
後
支

（
姫
路
）

２
曹

東
堤

友
宏

中
方
後
支

（
姫
路
）

２
曹

安
原

将

中
方
後
支

（
姫
路
）

２
曹

中
村

宗
隆

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

永
井

諒

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

吉
田

貴
洋

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

長
岡

翔
大

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

古
圡

開
登

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

田
坂

瞭

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

井
上

将
成

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

大
津

佑
介

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

八
木

竜
也

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

瀬
古

裕
也

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

道
中

祐
貴

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

江
口

和
成

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

安
原

里
恵

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

摺
出
寺

泰
慎

中
方
後
支

（
姫
路
）

３
曹

早
川

紘
和

中
方
後
支

（
姫
路
）

第
２
整
備
大
隊
特
科
直
接
支
援
隊

廃 止 部 隊 紹 介 行 事

記 念 撮 影 隊 旗 返 還 式

連 隊 長 訓 示 隊 員 へ 連 隊 メ ダ ル 授 与

中 隊 長運 用 訓 練 幹 部

第２整備大隊特科直接支援隊部隊廃止行事



連
隊
の
活
動
や
隊
員
の
活
動
状
況
を
お
伝

え
で
き
る
よ
う
随
時
更
新
・
ポ
ス
ト
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
始
め
て
い
ま
す
の
で

是
非
、
フ
ォ
ロ
ー
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

６

３

月

転

出

者

.

第
１
整
備
大
隊

３
佐

本
多

崇

中
方
シ
通
群
（
伊
丹
）

２
尉

森
木

優
仁

水
機
団

（
相
浦
）

２
曹

濱
野

譲

12
後
支

（
相
馬
原
）

３
曹

平
子

功
史

4
曹
教

（
大
津
）

３
曹

藤
木

聖
也

水
機
団

（
相
浦
）

３
曹

細
川

稜
剣

水
機
団

（
相
浦
）

３
曹

西
岡

直
紀

7
後
支
連
（
東
千
歳
）

３
曹

辻
川

元
也

関
西
処

（
桂
）

士
長

中
野

愛
美

西
方
後
支

（
小
郡
）

第
２
整
備
大
隊

曹
長

小
林

滋

関
西
処

（
桂
）

１
曹

佐
々
木

伸
也

情
報
本
部

（
大
井
）

１
曹

渡

貴
行

滋
賀
地
本

１
曹

杉
本

妙

３
通
大

（
千
僧
）

２
曹

皆
藤

等

関
東
処

（
用
賀
）

２
曹

杉
原

慶
次

信
太
山
駐
業

３
曹

中
川

博
之

水
機
団

（
竹
松
）

３
曹

松
本

健
吾

関
西
処

（
桂
）

３
曹

鈴
木

健
太

３
通
大

（
千
僧
）

３
曹

柘

凜
音

10
後
支
連

（
豊
川
）

３
曹

稲
葉

豊

関
西
処

（
桂
）

士
長

榎
本

鞘
友
合

中
方
警
務

（
伊
丹
）

士
長

石
川

壮
大

水
機
団

（
湯
布
院
）

補
給
隊

１
尉

多
水

勝
彦

３
師
団

（
千
僧
）

２
尉

松
場

正
子

千
僧
駐
業

３
尉

安
富
祖

優
希

10
後
支
連
（
春
日
井
）

３
尉

金
子

暁
真

15
後
支

（
那
覇
）

３
曹

齋
藤

惇
司

需
教
隊

（
松
戸
）

３
曹

有
重

亘

11
後
支

（
真
駒
内
）

輸
送
隊

３
尉

上
岡

樹
宗

輸
校
付

（
朝
霞
）

２
曹

坂
口

晋
也

中
央
輸

（
横
浜
）

衛
生
隊

２
尉

星
野

桜
子

中
央
病
院

（
三
宿
）

２
尉

小
野

将
基

中
方
衛
生

（
伊
丹
）

１
曹

岡
本

輝
也

大
津
駐
業

２
曹

宮
原

和
宏

関
西
処

（
桂
）

３
曹

東

寿
典

西
方
衛
生

（
健
軍
）

士
長

井
勝

心
杏

福
岡
病
院

（
春
日
）

連
隊
本
部

３
佐

玉
置

禎
人

東
北
総
人

（
仙
台
）

１
尉

久
家

慎
一
郎

東
北
後
支

（
武
山
）

本
部
付
隊

３
曹

福
岡

直

北
方
輸

（
東
千
歳
）

３

月

転

入

者

連
隊
本
部

３
佐

佐
藤

貴
彦

東
方
後
支

（
富
士
）

３
佐

安
齋

清
晃

関
西
処

（
宇
治
）

１
尉

中
峯

清
憲

東
方
後
支

（
朝
霞
）

本
部
付
隊

１
曹

土
橋

禎
治

中
央
輸

（
善
通
寺
）

２
曹

門
脇

和
彦

需
品
学
校

（
松
戸
）

２
曹

磯
本

和
則

富
教
団

（
富
士
）

第
１
整
備
大
隊

３
佐

宮
口

隆
二

通
校

（
久
里
浜
）

准
尉

増
田

照
明

関
西
処

（
桂
）

１
曹

福
田

博
一

兵
庫
地
本

第
２
整
備
大
隊

曹
長

今
井

伸
行

姫
路
駐
業

１
曹

奥
野

真
吾

14
後
支

（
善
通
寺
）

１
曹

泊

幸
司

東
方
後
支

（
富
士
）

２
曹

上
田

雄
一

10
後
支
連

（
今
津
）

２
曹

清
水

裕
貴

関
西
処

（
桂
）

補
給
隊

１
尉

高
橋

知
紀

中
方
後
支

（
桂
）

３
曹

中
村

恵
己

7
普
連

（
福
知
山
）

輸
送
隊

1
曹

鈴
木

元
也

会
計
監
査
隊

（
伊
丹
）

曹
長

宮
田

雄
史

幹
候
校

（
前
川
原
）

衛
生
隊

２
尉

宇
治

香
苗

福
岡
病
院

（
春
日
）

曹
長

押
川

直
樹

大
津
駐
業

曹
長

森

裕
介

中
方
衛
生

（
伊
丹
）

３
曹

金
丸

敬
太

西
方
衛
生

（
健
軍
）

３
曹

曽
我

隆
太

西
方
情
報

（
健
軍
）

連

隊

内

異

動

者

連
隊
本
部

１
尉

野
村

利
弘

本
部
付
隊
か
ら

２
尉

中
道

裕
貴

補
給
隊
か
ら

本
部
付
隊

１
尉

松
井

亮
二

連
隊
本
部
か
ら

２
尉

山
口

享
祐

連
隊
本
部
か
ら

２
曹

世
古

善
憲

１
整
大
か
ら

２
曹

太
田

貴
裕

１
整
大
か
ら

第
１
整
備
大
隊

２
尉

佐
々
木

嘉
弥
都

２
整
大
か
ら

３
尉

永
田

憲
史

２
整
大
か
ら

１
曹

津
浦

和
男

本
部
付
隊
か
ら

３
曹

宮
田

信
秀

２
整
大
か
ら

第
２
整
備
大
隊

２
尉

児
玉

優
来

１
整
大
か
ら

２
曹

下
浦

龍
治

本
部
付
隊
か
ら

補
給
隊

２
尉

宮
崎

陽
可
竜

連
隊
本
部
か
ら

３
曹

河
内

一
真

１
整
大
か
ら

定

期

表

彰

連
隊
長
表
彰

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

３
佐

本
多

崇

１
整
大

１
尉

下
村

隼
人

２
整
大

２
尉

宮
崎

陽
可
竜

連
隊
本
部

２
尉

樋
口

伸
一

連
隊
本
部

２
尉

森
木

優
仁

１
整
大

２
尉

平
山

正
人

１
整
大

２
尉

嶝
口

直
人

２
整
大

２
尉

中
道

裕
貴

補
給
隊

２
尉

星
野

桜
子

衛
生
隊

２
尉

小
野

将
基

衛
生
隊

３
尉

金
子

暁
真

補
給
隊

曹
長

松
木

充

１
整
大

曹
長

吉
武

宣
昭

１
整
大

１
曹

鶴

雄
二

本
部
付
隊

１
曹

摺
健

竜
之
介

本
部
付
隊

１
曹

濵
﨑

國
友

１
整
大

１
曹

森
田

昇

２
整
大

１
曹

園
田

剛
士

２
整
大

２
曹

皆
藤

等

２
整
大

２
曹

山
下

久
美
子

本
部
付
隊

２
曹

山
下

忠
尊

本
部
付
隊

２
曹

大
野

元
靖

２
整
大

２
曹

上
村

直
弘

２
整
大

２
曹

中
尾

光
伸

２
整
大

２
曹

橋
本

祐
樹

衛
生
隊

２
曹

坂
口

晋
也

輸
送
隊

３
曹

北
村

尚
士

１
整
大

師
団
長
表
彰

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

３
佐

玉
置

禎
人

連
隊
本
部

１
尉

久
家

慎
一
郎

連
隊
本
部

１
尉

西
村

景
介

２
整
大

１
尉

多
水

勝
彦

補
給
隊

２
尉

出
口

貴
人

連
隊
本
部

２
尉

清
家

久
生

連
隊
本
部

曹
長

平
野

隆

本
部
付
隊

第
４
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

３
尉

永
田

憲
史

２
整
大

第
４
級
賞
詞
（
無
事
故
操
縦
）

２
曹

森
田

尚
宏

２
整
大

２
曹

櫻
田

賢

２
整
大

３
曹

平
子

功
史

１
整
大

３
曹

稲
田

力
也

１
整
大

３
曹

吉
井

達
郎

２
整
大

３
曹

有
重

亘

補
給
隊

連
隊
長
表
彰

第
５
級
表
彰
（
職
務
遂
行
）

曹
長

坂
本

祐
美
子

本
部
付
隊

曹
長

藤
木

昭
廣

本
部
付
隊

３
曹

加
木

良
平

本
部
付
隊

３
曹

福
岡

直

本
部
付
隊

３
曹

竹
迫

眞
虹

２
整
大

士
長

早
柏

元
貴

２
整
大

第
５
級
表
彰
（
業
務
改
善
）

曹
長

阿
部

博
光

本
部
付
隊

１
曹

江
馬

久
弥

本
部
付
隊

1
曹

栁
原

重
信

本
部
付
隊

２
曹

西
浦

博
明

本
部
付
隊

２
曹

楠

恭
憲

本
部
付
隊

２
曹

佐
藤

拓
志

本
部
付
隊

３
曹

元
原

正
貴

本
部
付
隊

３
曹

渡
部

陽
介

本
部
付
隊

連隊HPＱＲコード

「X」ＱＲコード

Instagram
ＱＲコード

連
隊
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
の
紹
介


